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告

稲
　
賀
　
繁
　
美

小
規
模
だ
が
重
要
な
国
際
的
研
究
会
が
、
表
題
の
も
と
に
開
催
さ
れ

た
。
若
手
か
ら
中
堅
の
日
本
研
究
者
の
発
表
が
中
心
だ
っ
た
が
、
別
格

の
招
待
者
と
し
て
はC

arol G
luck

、H
arry H

arootunian

の
ほ
か
、

本
セ
ン
タ
ー
の
坪
井
秀
人
氏
が
含
ま
れ
る
。
会
場
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北

部
の
古
い
大
学
町
。
新
緑
に
覆
わ
れ
た
ウ
ィ
ア
ー
川
は
、
町
の
中
央
で

大
き
く
湾
曲
す
る
。
そ
の
さ
な
か
、
浸
食
か
ら
残
さ
れ
て
佇
立
す
る
丘

陵
の
う
え
に
、
ダ
ー
ラ
ム
大
聖
堂
の
巨
大
な
伽
藍
が
聳
え
る
。
そ
の
背

後
に
控
え
る
古
城
の
二
階
奥
のSenate R

oom

が
会
議
会
場
に
割
り

当
て
ら
れ
た
。
日
本
の
歴
史
、
文
学
、
美
術
の
研
究
者
を
中
心
と
し
た

領
域
横
断
の
集
い
で
あ
り
、
国
籍
や
文
化
間
の
境
界
を
跨
ぐ
比
較
の
方

法
論
を
含
め
た
議
論
が
中
心
と
な
る
。

第
一
の
話
題
は
東
西
比
較
に
お
け
る
日
本
近
代
の
位
置
。R

aja A
dal

は
比
較
教
育
学
の
立
場
か
ら
日
本
の
美
術
教
育
に
お
け
る
書
道
の
位
置

ダーラム城。学会会場（撮影：稲賀　2019年 5月 9日）
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づ
け
を
エ
ジ
プ
ト
の
能
書
の
場
合
と
比
較
。「
書
ハ
美
術
ナ
リ
ヤ
」
の

論
争
を
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
経
験
に
投
射
し
た
。
非
西
欧
は
対
峙
す
る
西

欧
近
代
と
自
ら
と
を
比
較
し
た
が
、
そ
う
し
た
東
西
比
較
そ
の
も
の
の

文
化
圏
を
跨
い
だ
相
互
比
較
と
い
う
メ
タ
水
準
の
提
唱
。
つ
づ
く

A
leksandra K

obiljski
は
京
都
に
お
け
る
新
島
襄
の
同
志
社
創
設
を
、

背
後
に
あ
る
北
米
長
老
会
宣
教
団
の
ベ
イ
ル
ー
ト
で
の
活
動
と
比
較
す

る
。
日
本
側
の
盲
点
を
突
く
提
案
で
あ
り
、
政
治
権
力
の
中
枢
か
ら
放

擲
さ
れ
た
空
白
地
帯
が
、
欧
化
す
る
都
市
開
発
の
な
か
で
教
育
の
場
に

転
用
さ
れ
た
例
の
比
較
と
し
て
も
興
味
深
い
。
そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
と
い
う
世
界
を
覆
うm

ission

の
拡
散
が
反
映
す
る
。

K
onrad L

aw
son

は
荻
生
徂
徠
を
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
比
較
す
る
丸

山
眞
男
の
比
較
意
識
そ
の
も
の
の
西
欧
的
拘
束
性
を
問
題
視
し
、
他
者

の
文
化
を
自
ら
の
範
疇
で
分
析
し
よ
う
と
す
る
傾
向
か
ら
の
脱
却
を
模

索
す
る
。
私
見
で
は
価
値
非
拘
束
の
比
較
軸
な
ど
も
と
よ
り
立
て
よ
う

が
な
い
か
ら
こ
そ
、
例
え
ば
西
欧
起
源
の
制
度
や
技
術
が
非
西
欧
各
地

に
伝
播
し
て
い
か
な
る
変
性
を
被
っ
た
か
の
比
較
と
い
っ
た
地
道
な
方

法
の
ほ
う
が
、
徒
に
普
遍
性
や
客
観
性
を
求
め
る
比
較
文
化
史
よ
り
も

安
全
弁
が
効
い
て
い
る
。
司
会
兼
討
論
者
のA

dam
 Talib

は
、
比
較

史
は
記
述
に
制
約
が
多
い
た
め
密
度
の
濃
い
記
述
が
困
難
に
な
る
難
点

を
指
摘
す
る
一
方
、
植
民
地
都
市
と
し
て
近
代
京
都
の
媒
介
性
を
分
析

す
る
可
能
性
な
ど
を
示
唆
し
た
。
私
見
で
は
、
皆
川
淇
園
の
弘
道
館
の

隣
接
地
に
同
志
社
が
出
来
、
神
主
で
南
画
家
の
富
岡
鉄
斎
も
近
隣
に
卜

し
、
大
学
が
近
代
シ
ナ
学
の
メ
ッ
カ
と
も
な
っ
た
、
と
い
う
近
代
都

市
・
京
都
の
比
較
地
政
学
も
、
こ
こ
か
ら
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
、
第
二
の
話
題
で
は
そ
も
そ
も
比
較
は
可
能
な
の
か
、

と
い
う
問
題
提
起
。Sungeun C

ho

は
敗
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
民
主

主
義
概
念
を
、
藤
田
省
三
と
松
下
圭
一
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
。
東

大
法
学
部
提
出
の
博
士
論
文
に
基
づ
く
分
析
だ
が
、
む
し
ろ
「
市
民
」

や
「
大
衆
」
と
い
っ
た
戦
後
日
本
の
標
語
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る

観
念
性
、
抽
象
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
当
方
は
佐
藤
誠
三
郎
な
ど
の

動
向
を
少
し
は
知
る
年
配
者
と
し
て
、
発
表
後
の
雑
談
で
、
論
者
に
現

場
の
実
態
を
裏
話
と
し
て
お
伝
え
し
た
。
越
智
敏
夫
も
戦
後
民
主
主
義

を
日
米
関
係
の
な
か
で
検
討
し
た
が
、
現
状
へ
の
嫌
悪
を
隠
さ
ぬ
即
興

の
政
治
談
議
。
平
成
の
代
替
わ
り
に
関
す
る
識
者
の
コ
メ
ン
ト
を
評

し
、
金
井
美
恵
子
の
批
判
を
評
価
す
る
一
方
、
高
橋
睦
郎
の
天
皇
制
擁

護
姿
勢
に
は
辛
辣
だ
っ
た
が
、
睦
郎
が
そ
う
す
る
裏
の
事
情
に
ま
で
は

踏
み
込
ま
ず
。「
悔
恨
共
同
体
」（
丸
山
眞
男
）
の
懊
悩
は
「
日
本
語
」

の
外
部
に
伝
達
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
？

H
ansun H

siung

は
吉
田
松
陰
に
始
ま
る
蘭
語V

rijheid

理
解
を
文

献
学
的
見
識
も
生
か
し
つ
つ
、
縦
横
に
裁
断
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
是
非
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と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
英
雄
伝
と
が
癒
着
し
た
な
か
で
、
オ
ラ
ン
ダ
「
独

立
」
と
も
絡
ま
る
「
自
由
」
と
い
う
新
概
念
の
翻
訳
受
容
の
一
齣
。
そ

こ
に
はrepublic
やem

pire

の
訳
語
と
儒
教
倫
理
と
の
是
非
・
相
性

も
錯
綜
し
、
訳
語
選
択
の
模
索
か
ら
逆
に
、
当
時
の
国
際
政
治
情
勢
や

政
治
思
想
に
お
け
る
東
西
の
交
錯
が
、
生
々
し
い
姿
で
浮
か
び
上
が

る
。討

論
者
のW

illiam
 Schaefer

を
交
え
た
討
論
で
は
、
越
智
か
ら
の

発
言
で
、
平
成
の
終
焉
あ
る
い
は
「
生
前
葬
」
か
ら
回
顧
し
て
、
昭
和

の
終
焉
が
美
空
ひ
ば
り
や
手
塚
治
虫
の
死
と
共
に
記
憶
さ
れ
た
こ
と
の

意
味
が
問
わ
れ
、
ま
た
青
年
期
の
皇
太
子
を
身
辺
に
持
た
な
い
孤
独
な

天
皇
の
治
世
に
戦
争
が
多
発
し
た
、
と
す
る
中
井
久
夫
の
観
察
も
話
題

と
な
っ
た
。
松
下
の
「
自
由
」
が
ロ
ッ
ク
流
の
能
力
概
念
な
ら
、
藤
田

は
「
外
」
か
ら
の
解
放
に
力
点
を
お
く
。
私
見
だ
が
、
舶
来
概
念
を
操

る
政
治
学
上
の
国
際
比
較
に
は
、
翻
訳
問
題
が
な
お
開
拓
課
題
と
し
て

残
る
。

午
後
の
最
初
の
基
調
講
演
で
は
坪
井
秀
人
が
山
田
耕
筰
の
滞
独
期
の

作
曲
を
扱
い
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
エ
経
由
他
で
独
訳
さ
れ
た
百

人
一
首
の
和
歌
の
解
釈
に
踏
み
込
ん
だ
。
カ
ー
ル
・
フ
ロ
レ
ン
ス
訳
で

脱
落
し
た
日
本
語
の
語
感
が
、
日
本
語
に
は
無
知
な
は
ず
の
ハ
ン
ス
・

ベ
ー
ト
ゲ
のN

achdichtung

で
回
復
さ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど
、
興
味

深
い
指
摘
を
伴
う
見
事
な
議
論
で
あ
る
。
コ
メ
ン
ト
のC

arol G
luck

は
北
米
に
お
け
る
日
本
研
究
の
半
世
紀
を
回
顧
し
、
八
〇
年
代
に
ジ
ョ

ン
・
ホ
ー
ル
が
推
奨
し
た
、「
日
本
は
例
外
」
の
類
の
比
較
史
が
こ
と

ご
と
く
無
効
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
確
認
し
た
。
他
者
の
誤
謬
を
指
弾

す
る
た
め
で
は
な
く
、
自
己
の
誤
謬
を
検
出
す
る
た
め
の
比
較
は
、
自

己
の
文
化
を
他
者
の
範
疇
で
検
討
す
る
こ
と
と
も
裏
腹
だ
ろ
う
。
二
つ

の
対
象
を
等
距
離
か
ら
比
較
す
る
た
め
の
観
察
地
点
と
な
る
べ
き
第
三

項
も
、
実
際
に
は
政
治
的
な
覇
権
に
依
存
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
が
昂

ず
る
と
観
察
者
の
優
越
感
は
罪
障
感
へ
と
逆
走
す
る
。
だ
が
他
者
か
ら

無
縁
な
真
正
な
る
「
土
着
の
語
り
」
な
ど
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
。

マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
比
較
史
の
提
唱
か
ら
カ
ル
ロ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル

ク
の
非
対
称
比
較
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
の
『
比
較
で
き
な
い

も
の
を
比
較
す
る
』
な
ど
多
く
の
理
論
的
考
察
を
動
員
し
た
グ
ラ
ッ
ク

は
、
結
論
と
し
て
「
設
問
志
向
の
想
像
力
」「
別
様
に
思
考
す
る
」
方

法
と
し
て
の
比
較
を
提
唱
し
、
山
田
耕
筰
の
場
合
に
も
、
欧
州
経
由
の

日
本
再
発
見
と
い
う
回
路
と
と
も
に
、
そ
れ
に
不
可
分
な
破
綻
あ
る
い

は
挫
折
の
内
在
に
も
言
及
し
た
。
横
光
利
一
の
『
旅
愁
』
や
同
船
で
欧

行
し
た
高
浜
虚
子
の
事
例
も
想
起
さ
れ
る
。
坪
井
と
の
議
論
で
は
、
作

曲
家
の
民
族
性
を
巡
っ
て
、
日
本
や
北
米
で
の
滞
在
経
験
を
持
つ
プ
ロ
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コ
フ
ィ
エ
フ
の
事
例
や
、
移
住
し
た
北
米
に
没
し
た
バ
ル
ト
ー
ク
の
反

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
的
バ
ル
カ
ン
性
も
話
題
と
な
っ
た
。

第
二
日
目
に
は
第
三
の
論
点
と
し
て
、
物
質
文
化
、
視
覚
文
化
を
焦

点
に
、
比
較
の
視
点
を
検
討
し
た
。M

ing T
iam

po

が
現
代
美
術
の
展

示
を
話
題
に
、
ど
の
よ
う
に
比
較
が
展
示
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
豊
富

な
例
を
挙
げ
つ
つ
論
じ
た
。
非
欧
州
の
美
術
は
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
は

欧
州
中
心
史
観
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
だ
が

一
九
八
六
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
現
代
美
術
館
で
の
「
二
〇
世
紀
の
未
開

主
義
」
展
へ
の
悪
評
を
ひ
と
つ
の
転
換
点
と
し
て
、
欧
米
の
主
要
都
市

に
お
け
る
展
示
で
も
欧
州
優
位
の
姿
勢
は
急
速
に
後
退
し
て
ゆ
く
。
と

は
い
え
モ
ネ
と
浮
世
絵
を
並
置
す
る
カ
ナ
ダ
の
展
示
で
は
、
近
年
で
も

な
お
主
客
の
位
置
格
差
は
動
か
な
い
。
だ
が
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日

本
の
国
立
西
洋
美
術
館
で
は
欧
州
の
ま
な
ざ
し
に
映
っ
た
北
斎
を
展
示

す
る
と
い
う
転
倒
が
二
〇
一
八
年
に
企
て
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
論

者
は
、
北
川
フ
ラ
ム
が
中
心
と
な
り
針
生
一
郎
が
協
力
し
た
一
九
八
八

年
の
先
駆
的
な
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
・
ノ
ー
」
に
注
目
し
、
亡
命
と
連

帯
と
の
弁
証
法
に
、
比
較
展
示
の
可
能
性
を
探
る
問
い
を
投
げ
か
け
た
。

続
く
稲
賀
は
、
西
欧
起
源
の
技
法
の
非
西
欧
世
界
で
の
受
容
に
と
も

な
う
変
質
、
西
欧
側
の
主
張
す
る
普
遍
性
が
国
際
関
係
の
な
か
で
被
る

脱
構
築
、
さ
ら
に
宗
教
上
の
基
本
概
念
が
翻
訳
を
通
し
て
ど
こ
ま
で
等

価
性
や
共
約
可
能
性
を
維
持
で
き
、
そ
れ
に
は
い
か
な
る
政
治
的
条
件

が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
、
透
視
図
法
、
森
鷗
外
の
国
際
赤
十

字
会
議
に
お
け
る
発
言
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
と
禅
の

「
無
」
や
仏
教
の
「
空
」
と
の
交
渉
を
具
体
例
と
し
て
検
討
し
た
。
と

は
い
えA

aron M
oore

を
交
え
た
討
論
で
は
、
比
較
を
許
す
枠
組
み

の
本
質
的
な
恣
意
性
に
関
わ
る
認
識
は
、
な
お
比
較
史
学
の
専
門
家
に

共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
現
状
も
露
呈
し
た
。「
等
価
性
」
の

代
わ
り
に
「
類
似
性
」
を
問
題
に
し
て
は
？
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た

が
、
類
似
の
基
準
が
価
値
判
断
か
ら
自
由
で
な
い
こ
と
は
渡
邊
慧
の

「
見
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
の
定
理
が
見
事
に
立
証
す
る
と
こ
ろ
、
と

い
う
の
が
稲
賀
の
素
朴
な
持
論
で
あ
る
。

午
後
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
基
調
講
演
と
し
て
本
年
九
〇
歳
の
長
老

H
arry H

arootunian

が
「
比
較
の
想
像
力
」
と
題
し
、
セ
ミ
ナ
ー
で

の
授
業
風
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
談
話
。
空
間
性
よ
り
時
間
性
を
優
先
さ

せ
る
近
年
の
持
論
を
基
礎
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
エ
ー
ル
の
『
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
の
夜
』
と
ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
ら
の
「
抵
抗
の
美
学
」
お

よ
び
成
田
龍
一
・（
故
）
道
場
親
信
ら
が
近
年
取
り
あ
げ
る
サ
ー
ク
ル

運
動
を
連
関
さ
せ
て
論
じ
よ
う
と
す
る
。
論
者
が
「
地
学
的
想
像
力
」

geological im
agination

を
強
調
す
る
の
で
、
酒
井
直
樹
の
「
地
理
学
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的
想
像
力
」geographical im

agination

と
の
対
比
を
質
し
て
み
た
が
、

日
常
の
労
働
時
間
で
の
重
ね
描
き
が
透
視
さ
れ
る
地
層
の
分
断
や
断
層

／

褶
曲
に
権
力
へ
の
抵
抗
の
兆
候
を
捉
え
る
意
識
は
、
酒
井
の
国
民
国

家
批
判
の
枠
組
み
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。
討
論
後
の
雑
談
で
、

ハ
リ
ー
と
は
戦
後
同
時
代
の
生
き
証
人
で
あ
る
竹
村
民
郎
の
「
職
場
の

歴
史
」
と
イ
タ
リ
ア
で
精
神
病
院
廃
止
に
尽
力
し
た
フ
ラ
ン
コ
・
ヴ
ァ

ザ
ー
リ
ア
の
事
例
の
比
較
な
ど
を
論
じ
て
興
じ
た
。
グ
ラ
ッ
ク
も
ハ

ル
ー
ト
ゥ
ニ
ア
ン
と
「
多
元
的
時
間
性
」
の
概
念
に
つ
い
て
遣
り
取
り

し
た
が
、
議
論
は
平
行
線
。

最
後
の
円
卓
討
論
で
は
、
歴
史
家
と
文
藝
・
美
術
研
究
者
と
の
議
論

が
な
ぜ
か
噛
み
合
わ
ず
、
欲
求
不
満
が
嵩
じ
た
の
で
、
発
言
し
た
。
ハ

リ
ー
と
は
か
つ
て
シ
カ
ゴ
で
翻
訳
に
つ
い
て
公
開
討
論
を
し
た
経
験
が

あ
る
。
そ
の
延
長
だ
が
、
谷
崎
の
『
細
雪
』
は
北
米
で
はM

akioka 

Sisters

と
改
題
さ
れ
た
。
そ
の
背
後
に
は
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
長
編
に

印
象
を
重
ね
よ
う
と
す
る
出
版
戦
略
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
小
説
の

終
末
の
春
子
の
「
下
痢
」
の
記
述
は
、
日
本
語
の
自
在
な
時
制
感
覚
と

話
者
の
（
自
由
間
接
話
法
に
よ
る
）
流
動
性
が
英
語
流
に
整
序
さ
れ
た

結
果
、
英
訳
で
読
む
と
、
い
か
に
も
唐
突
と
の
印
象
を
免
れ
な
い
。
だ

が
ア
ン
ガ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
そ
の
唐
突
さ
に
こ
そ
、
小
説
の
将
来
へ

の
可
能
性
を
発
見
し
た
―
と
思
い
込
ん
だ
。
こ
れ
は
片
岡
真
伊
の
博
士

論
文
の
一
章
か
ら
の
知
見
だ
が
、
こ
う
し
た
翻
訳
上
の
「
等
価
性
」
の

逸
脱
か
ら
、「
比
較
」
の
実
態
も
露
わ
に
な
る
。
大
上
段
に
振
り
か

ぶ
っ
た
比
較
方
法
論
は
見
落
と
し
が
ち
だ
が
、
こ
こ
に
露
呈
す
る
よ
う

な
落
差
や
誤
解
の
蓄
積
こ
そ
が
、
グ
ラ
ッ
ク
の
提
唱
し
た
「
比
較
」
の

教
訓
で
あ
り
、
ハ
ル
ー
ト
ゥ
ニ
ア
ン
が
問
題
に
し
た
、「
時
間
の
搾
取
」

を
隠
蔽
す
る
文
化
交
流
史
上
の
詐
術
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

引
き
続
きA

aron M
oore

が
別
会
場
で
「
戦
時
下
の
子
供
た
ち
」

の
国
際
比
較
に
つ
い
て
講
演
。
質
疑
応
答
で
些
か
発
言
。
ま
ず
こ
こ
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
対
象
と
同
一
の
世
代
が
『
細
雪
』
訳
者
の
サ
イ
デ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
や
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
と
重
な
る
こ
と
。
ま
た
こ
の
世
代

の
日
本
人
が
受
け
た
自
由
作
文
教
育
が
彼
ら
の
戦
争
体
験
証
言
の
文
体

に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
。
日
本
人
の
証
言
に
顕
著
な
時

間
軸
に
そ
っ
た
羅
列
に
も
、
年
表
を
重
視
し
因
果
律
に
無
頓
着
な
日
本

の
教
育
方
針
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
。
最
後
に
同
世
代
の
女
性
た
ち
の

「
生
活
綴
り
方
」
が
、
戦
後
に
官
学
の
史
学
か
ら
解
放
さ
れ
た
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
へ
の
可
能
性
を
開
く
一
端
を
な
し
、
こ
の
現
象
は
ナ
タ
リ

ア
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
の
『
あ
る
家
族
の
会
話
』
の
か
た
わ
ら
で
、
同
時

代
の
他
の
ア
ジ
ア
と
の
比
較
に
値
す
る
こ
と
。

ま
だ
未
成
熟
な
議
論
が
残
り
、
複
数
、
専
門
分
野
を
跨
ぐ
意
見
交
換
の
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必
要
も
痛
感
さ
れ
た
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
は
、
な
お
未
開
拓
な
可
能

性
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
き
わ
め
て
簡
略
な
報
告
に
止
ま
る
。
会

議
直
後
に
報
告
執
筆
の
暇
が
な
く
、
割
愛
し
た
論
点
も
多
い
。
最
後
に
、

会
議
を
組
織
し
お
招
き
頂
い
た
ダ
ー
ラ
ム
大
学
のA

dam
 B

ronson

、

印
南
芙
沙
子
両
氏
に
心
よ
り
謝
意
を
述
べ
た
い
。
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